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にイントロン領域から転写される noncoding RNA に注目し、検討を行った。マイク
ロアレイによる解析では、カプサイシン刺激により 24 種の配列に発現上昇が認められ
た。また、これら全ての RNA 発現が RT-PCR により確認された。さらに、real-time 



















た。今後、同定された noncoding RNA の機能が解明されることが期待される。 
 
 
最終試験の結果の要旨 
1 
  
申請論文の内容を中心に、背景、方法、結果に対する考察、研究の意義・重要性に
ついて、また、専門分野の知識として、①用いた研究手法のうち動物実験、マイクロ
アレイ、RT-PCR、real-time PCR について、②統計手法について、③非コード領域、
遺伝子などの専門用語について、などに関する質問を行ったが、いずれにも的確な回
答が得られ、十分な専門的知識があるものと評価した。 
以上により、申請者は博士（歯学）として十分な学力及び見識を有するものと認め、
最終試験を合格と判定した。 
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